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カイコ卵においては、休眠と密接に関連した炭水化物
代謝系が知られている。グリコーゲンとソルビトール＋
グリセロールの相互変換系である。休眠覚醒期に認めら
れるソルビトールからグリコーゲンへの変換はNAD-ソ
ルビトール脱水素酵素（SDH）によって調節されてい
る。休眠卵を５℃に４０〜５０日間冷蔵することで、SDH
mRNAが出現し増加し始めることから、SDHの活性出
現は新たなmRNA出現に依存する。
休眠中に蓄積されたグリセロールも休眠覚醒にともな

い利用される。この利用を調節する酵素を明らかにする
ために、グリセロールキナーゼ（GK）活性を調査した
ところ、５℃ 冷蔵６０日後からGK活性が出現・増加す
ることからGKが律速酵素であると判断した（第４１回大
会）。
GK活性調節機構を明らかにするために、GK遺伝子

（GK１）を単離し、mRNA量の変動を調査したところ、
低温による発現誘導は認められなかった（第４１回大
会）。

そこで今回は、KAIKOBLASTを利用し、GK２および
GK３遺伝子を単離した。GKの３つの遺伝子は、それぞ
れ第１、第１０および第２４染色体に座乗することが判明
した。
各mRNAを 定 量 し た と こ ろ、GK２mRNAはGK１
mRNAと同様に、産卵２日後から５ ℃ 冷蔵した場合で
も、量的増加は認められなかったが、GK３mRNAは５℃
冷蔵６０日後から増加し始めた。
さらに低温誘導性を確認するため、産卵後３０日まで

２５℃に休眠卵を保護し、その後５℃に冷蔵し、休眠覚醒
を進めたところ、GK３mRNAのみが出現・増加すること
が認められた。以上の結果から、５℃馴化により生じる
GK活性は、GK３遺伝子の転写レベルで調節されると結
論した。
SDH遺伝子と同様に、GK３遺伝子の発現が５℃ 馴化

により活性化される分子機構を明らかにすることが今後
の課題である。
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